
伸
び
る
輸
入
精
液
利
用
率

海
外「
バ
ー
リ
ー
」が
最
多


令
和
４
年
次
　
種
雄
牛
別
登
録
状
況


滋
賀
県
初
Ｅ
Ｘ
牛

「
フ
ラ
ツ
シ
ヤ
ー
」

４
年
連
続
首
位

群
馬
県「
㈲
品
川
牧
場
」


令
和
４
年
次
　
都
府
県
登
録
状
況

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血
統
登
録
さ
れ
た
雌
牛
の

父
牛
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

種
雄
牛
が
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
か
を
調
査
し
、
表
に
ま

と
め
た
。

　
表
１
に
は
令
和
４
年
次
に

全
国
で
血
統
登
録
さ
れ
た
雌

牛
頭
数
等
を
示
し
た
。
そ
の

頭
数
は

万
３
７
４
１
頭

で
、
そ
の
父
牛
数
は
１
５
９

１
頭
を
数
え
る
。
地
域
別
で

は
、
北
海
道
が
種
雄
牛
１
２

０
０
頭
で
登
録
娘
牛

万
４

８
４
頭
、
都
府
県
の
種
雄
牛

は
１
２
７
４
頭
、
登
録
娘
牛

４
万
３
２
５
７
頭
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
種
雄
牛
１
頭
当

た
り
の
登
録
娘
牛
頭
数
は
、

全
国
で
１
４
１
頭
、
北
海
道

で
は
１
５
０
頭
、
都
府
県
で

は

頭
で
あ
る
。

　
国
内
海
外
の
繋
留
別
で

は
、
国
内
種
雄
牛
６
４
０
頭

に
よ
る
登
録
娘
牛
７
万
９
３

５
９
頭
で
登
録
全
体
の


％
、
輸
入
精
液
な
ど
の
海
外

繋
留
種
雄
牛
は
９
５
１
頭
に

よ
る
登
録
娘
牛

万
４
３
８

２
頭
で
登
録
全
体
の

％
を

占
め
、
そ
の
割
合
は
昨
年
よ

り
４
％
上
昇
し
た
。
図
１
に

は
、
過
去

年
間
の
海
外
種

雄
牛
の
利
用
率
の
推
移
を
示

し
た
。
海
外
種
雄
牛
の
利
用

率
は
平
成

年
以
降
増
加
を

続
け
て
い
る
。
ま
た
過
去
に

は
都
府
県
の
方
が
海
外
種
雄

牛
の
利
用
率
が
高
か
っ
た

が
、
平
成

年
以
降
は
逆
転

し
て
北
海
道
の
利
用
率
が
上

回
っ
て
い
る
。

　
９
５
１
頭
の
海
外
種
雄
牛

を
国
別
に
見
る
と
、
ア
メ
リ

カ
が
７
０
４
頭
と
最
も
多
く


万
６
９
６
５
頭
の
娘
牛
が

登
録
さ
れ
、
続
い
て
カ
ナ
ダ

１
５
７
頭
か
ら
１
万
４
５
２

３
頭
、
オ
ラ
ン
ダ

頭
か
ら

５
２
２
２
頭
、
そ
の
他
の
国

で

頭
か
ら
７
６
７
２
頭
の

娘
牛
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
種
雄
牛
当
た
り
の
娘

牛
頭
数
に
目
を
向
け
る
と
、

全
国
で
５
０
０
０
頭
以
上
の

登
録
娘
牛
を
も
つ
種
雄
牛
は

２
頭
、
３
０
０
０
～
４
９
９

９
頭
が
９
頭
、
１
０
０
０
～

２
９
９
９
頭
が

頭
、
１
０

０
～
９
９
９
頭
が
２
１
５

頭
、

頭
未
満
が
１
３
１
６

頭
で
あ
り
、
そ
の
上
位

頭

の
種
雄
牛
で
登
録
娘
牛
全
体

の

％
を
占
め
た
。

　
県
別
の
国
内
・
海
外
種
雄

牛
の
登
録
娘
牛
頭
数
を
表
２

に
示
し
、
海
外
種
雄
牛
の
割

合
を
図
２
に
表
し
た
。
登
録

雌
牛
の
父
牛
の
う
ち
海
外
種

雄
牛
の
割
合
を
み
る
と
、
北

海
道
が

・
３
％
、
都
府
県

が

・
４
％
と
、
北
海
道
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

県
別
に
み
る
と
神
奈
川
県
、

山
梨
県
、
静
岡
県
、
福
岡
県

が

％
以
上
、
特
に
神
奈
川

県
が

・
３
％
と
一
際
高
い
。

そ
の
一
方
で
、
福
井
県
、
三

重
県
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
、

広
島
県
、
香
川
県
、
沖
縄
県

は

％
未
満
と
国
産
種
雄
牛

の
利
用
が
盛
ん
で
あ
る
。
地

区
別
に
み
る
と
、
九
州
地
区

が
平
均

％
と
最
も
高
く
、

近
畿
地
区
が
平
均

・
３
％

と
最
も
低
い
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

　
表
３
に
は
令
和
４
年
次
の

登
録
娘
牛
を
多
く
持
つ
種
雄

牛
を
示
し
た
。
北
海
道
で
は

令
和
３
年
次
に
２
位
だ
っ
た

バ
ー
リ
ー
が
、
登
録
娘
牛
１

万
７
６
８
頭
で
ト
ッ
プ
と
な

っ
た
。
２
位
は
同
９
位
の
デ

ル
タ
ラ
ム
ダ
、
３
位
は
新
規

牛
サ
ム
、
４
位
は
同
３
位
の

マ
エ
ス
ト
ロ
、
５
位
は
同
１

位
の
ド
ロ
リ
ツ
チ
の
順
。

　
都
府
県
で
は
同

位
だ
っ

た
ハ
ウ
ル
が
登
録
娘
牛
２
１

１
５
頭
で
１
位
、
２
位
に
は

同

位
だ
っ
た
バ
ー
リ
ー
、

３
位
は
Ｊ
Ｃ
　
ス
タ
ー
、
４

位
デ
ル
タ
ラ
ム
ダ
、
５
位
デ

ス
ア
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　
因
み
に
、
全
国
集
計
で
は

１
位
バ
ー
リ
ー
、
２
位
デ
ル

タ
ラ
ム
ダ
、
３
位
サ
ム
の
順

と
な
る
。

　
昨
年

月
の
滋
賀
県
後
期

牛
群
審
査
に
お
い
て
、
日
野

町
の
野
田
剛
（
つ
よ
し
）
さ

ん
所
有
の
「
ピ
ー
エ
ル
　
ク

ラ
ツ
シ
ユ
　
フ
ラ
ツ
シ
ヤ
ー

（
平

・
６
・

生
、４
産
、

父

マ
ー
ベ
リ
ツ
ク
　
ク
ラ

ツ
シ
ユ
）
」
が
、

点
に
評

価
さ
れ
た
。

　
滋
賀
県
で
は
初
め
て
の
Ｅ

Ｘ
の
評
価
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
本
牛
は
北
海
道
札
幌
市
北

区
篠
路
町
の
萩
中
利
和
さ
ん

に
よ
り
生
産
さ
れ
、
同
音
更

町
の（
株
）ト
ー
ワ
フ
ァ
ー
ム

を
経
由
し
て
野
田
さ
ん
に
初

妊
牛
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
。
初
産
で
は
乳
器
の
良
さ

を
評
価
さ
れ

点
、
２
産
目

は

点
、
３
産
目
は
後
乳
房

の
バ
ラ
ン
ス
が
指
摘
さ
れ
た

も
の
の

点
と
高
評
価
を
得

て
お
り
、
今
回
は

点
の
快

挙
と
な
っ
た
。

　
か
ら
だ
各
部
の
特
徴
と
し

て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
型
牛
で

は
な
い
も
の
の
各
部
の
移
行

が
よ
く
、
尻
の
形
状
も
腰
角

と
坐
骨
は
適
度
な
ス
ロ
ー
プ

が
あ
り
、
寛
股
関
節
の
位
置

も
適
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

肋
の
開
張
が
極
め
て
優
れ
、

乳
房
に
お
い
て
は
前
乳
房
の

付
着
が
強
く
、
後
乳
房
も
高

さ
と
幅
が
極
め
て
良
く
、
乳

頭
の
配
置
も
良
い
。
４
部
位

の
得
点
は
、
体
貌
と
骨
格


点
、
肢
蹄

点
、
乳
用
強
健

性

点
、
乳
器

点
で
あ
っ

た
。

　
一
方
、
こ
の
牛
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
泌
乳
能
力
も
秀

で
て
お
り
、
２
産
目
は
２
７

０
日
で
１
万
１
１
９
２
㌔
、

３
産
目
は
３
０
５
日
で
１
万

３
８
６
㌔
と
続
き
、
こ
の
度

も
５
歳
２
月
齢
で
４
産
目
を

分
娩
の
の
ち
、
順
調
な
泌
乳

を
続
け
て
い
る
。

　
日
野
町
は
滋
賀
県
の
南
部

に
位
置
し
、
小
高
い
丘
の
上

に
牛
舎
が
あ
り
、
立
地
条
件

の
良
い
と
こ
ろ
。
過
去
、
お

父
様
が
ご
健
在
の
頃
は
ご
子

息
の
大
学
生
活
を
激
励
が
て

ら
、
北
海
道
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

シ
ョ
ウ
に
ご
夫
婦
で
見
え
、

楽
し
い
会
話
を
さ
れ
た
こ
と

が
懐
か
し
い
。
現
在
は
剛
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
牛
舎
周

り
を
担
当
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
厳
し
い
情
勢
の
中
、
毎

回
牛
群
審
査
を
受
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、
検
定
成

績
証
明
も
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
決
し
て
多
頭
数
と
は
い
え

な
い
が
、
能
力
体
型
の
優
れ

た
牛
作
り
で
経
営
を
維
持
し

て
い
る
野
田
牧
場
の
今
後
の

発
展
を
祈
り
た
い
。

（
審
査
委
員
　
大
西
）

　
令
和
４
年
次
に
都
府
県
で

血
統
登
録
さ
れ
た
雌
牛
に
つ

い
て
、
日
本
ホ
ル
協
の
会
員

別
に
登
録
頭
数
を
と
り
ま
と

め
た
。
都
府
県
で
昨
年
１
年

間
に
血
統
登
録
さ
れ
た
雌
牛

は
４
万
３
２
５
７
頭
で
前
年

よ
り
２
０
３
２
頭
の
減
と
な

っ
た
。
ま
た
血
統
登
録
を
申

し
込
ん
だ
酪
農
家
戸
数
は
３

１
８
６
戸
で
前
年
よ
り
１
７

１
戸
減
少
し
た
が
、
酪
農
家

１
戸
あ
た
り
の
血
統
登
録
頭

数
は
前
年
と
の
大
き
な
差
は

な
く
、
・
６
頭
と
な
っ
た
。

　
表
１
に
は
最
近
８
年
間
の

登
録
頭
数
と
登
録
実
施
農
家

戸
数
の
推
移
を
示
し
た
。
酪

農
家
戸
数
の
減
少
傾
向
は
変

わ
ら
な
い
な
が
ら
も
、
こ
こ

数
年
は
登
録
頭
数
の
増
加
が

続
い
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

や
飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど
の

影
響
か
ら
令
和
２
年
以
降
は

減
少
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し

１
戸
あ
た
り
の
登
録
頭
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
飼
養

規
模
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

　
表
２
に
昨
年
１
年
間
に


頭
以
上
の
血
統
登
録
を
実
施

し
た
会
員
を
示
し
た
。
集
計

で
は
家
族
会
員
な
ど
は
１
つ

に
ま
と
め
て
、
登
録
頭
数
の

多
い
会
員
名
で
表
示
し
た
。

　
最
も
多
か
っ
た
会
員
は
、

（
有
）品
川
牧
場（
群
馬
県
）

で
５
７
１
頭
で
あ
っ
た
。
令

和
３
年
次
よ
り
も
登
録
頭
数

を

頭
増
や
し
、
４
年
連
続

で
の
首
位
獲
得
と
な
っ
た
。

　
２
位
は
（
有
）
阿
部
牧
場

（
熊
本
県
）
の
３
２
７
頭
。

３
年
次
は

頭
以
下
の
登
録

だ
っ
た
が
、
登
録
頭
数
が
大

幅
に
増
加
し
、
２
位
へ
の
ラ

ン
ク
イ
ン
を
果
た
し
た
。

　
３
位
は
（
有
）
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
　
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
（
茨
城

県
）
の
３
２
６
頭
で
、
４
位

の
野
村
栄
一
さ
ん（
茨
城
県
）

の
３
２
５
頭
と
１
頭
差
の
僅

差
と
な
っ
た
。

　
５
位
（
株
）
チ
ェ
ス
ナ
ッ

ト
フ
ァ
ー
ム
（
茨
城
県
）
３

２
２
頭
、
６
位
（
有
）
ロ
マ

ン
チ
ツ
ク
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー

ム
（
群
馬
県
）
２
７
６
頭
、

７
位
（
株
）
み
ん
な
の
牧
場

（
鳥
取
県
）
２
５
５
頭
、
８

位
小
岩
井
農
場
（
岩
手
県
）

２
５
０
頭
、
９
位
山
中
誠
さ

ん
（
岡
山
県
）
２
１
９
頭
、


位
古
川
牧
場
（
株
）
（
群

馬
県
）
１
９
８
頭
だ
っ
た
。

令
和
４
年
次
は
上
位
９
会
員

が
年
間
２
０
０
頭
以
上
を
登

録
し
た
。

　
以
下
、
（
株
）
ブ
ッ
シ
ュ

ク
ロ
ー
バ
ー
ズ（
鳥
取
県
）、

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
牧
場
（
株
）
（
愛

知
県
）
、
（
独
）
家
畜
改
良

セ
ン
タ
ー
（
福
島
県
）
、
中

上
秀
夫
さ
ん
（
岩
手
県
）
、

（
有
）
ア
グ
リ
フ
ァ
イ
ン

（
岩
手
県
）
、
（
株
）
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
熊
本
県
）
、

（
株
）
赤
羽
根
Ｐ
Ｖ
フ
ァ
ー

ム
（
愛
知
県
）
、
雪
割
牧
場

（
有
）
（
福
島
県
）
、
伊
藤


行
さ
ん
（
栃
木
県
）
、

（
株
）こ
は
ら（
岡
山
県
）、

吉
野
藤
彦
さ
ん（
群
馬
県
）、

（
株
）
ク
リ
ス
タ
ル
フ
ラ
ワ

ー
（
静
岡
県
）
、
（
株
）
竹

信
牧
場（
岡
山
県
）、（
有
）

安
曇
野
牧
場
（
長
野
県
）
、

（
株
）
ユ
リ
ウ
ス
・
フ
ァ
ー

ム
（
愛
知
県
）
、
（
株
）
山

口
牧
場
（
山
梨
県
）
、
宮
沢

智
浩
さ
ん
（
茨
城
県
）
、

（
株
）
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
（
福

島
県
）
の
計

戸
が
昨
年
１

年
間
で
１
０
０
頭
以
上
を
登

録
し
た
。

　
今
回
と
り
ま
と
め
た
年
間


頭
以
上
の
登
録
を
行
っ
た


農
家
の
内
、
８
割
以
上
の


農
家
が
自
動
登
録
を
実
施

し
て
い
る
（
表
中
＊
を
表

示
）
。
多
頭
数
飼
養
農
家
で

は
申
込
書
不
要
、料
金
割
引
、

登
録
洩
れ
の
防
止
、
移
動
料

無
料
、
証
明
書
の
早
期
発
行

な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

自
動
登
録
を
今
後
も
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。


